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ヤエヤマアオキの研究
４．ヤエヤマアオキの生育に及ぼす士壌ｐＨとＥＣの影響
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はじめに

ヤエヤマアオキは沖縄本島および周辺離島，

八重山諸島の海岸沿い砂地や岩礁，石灰岩台地

に自生する（外間ら，2005)．また，海岸線か

ら数キロの内陸部でも確認されるが，ほとんど

がサンゴ石灰岩に由来するところである．自生

地のｐＨは高いが，栽培はアルカリから酸`性ま

で広範囲に行われている．酸性土壌の国頭マー

ジでは生育の悪い圃場も見られ，一部は耕作を

放棄したところもあった（伊良波ら，2005)．

酸』性土壌を改良するには石灰が施用されるが，

生育不良は解消されない場合もあることから土

壌ｐＨと生育との関係を検討する必要がある．

育苗は本圃定植後の生育や着果に大きな影響

を及ぼす．ヤエヤマアオキの育苗は市販の培養

資材が用いられ，また，砂や島尻マージなどに

各種資材を混合した培養土が用いられている．

しかし，最適培養土や資材の施用量などは不明

であり，早急なる育苗技術の開発が求められて

いた．また，育苗期には多施用による生育障害

も見られた．そこで，育苗期における土壌管理

技術を開発するためにヤエヤマアオキの生育と

ｐＨ，ＥＣとの関係を検討したので報告する．

材料及び方法

１）生育に及ぼす土壌ｐＨの影響

供試土壌は名護支所内の酸性硫酸塩土壌と国

頭マージの原土をそれぞれ用いた．両土壌を単

独又は混合し，苦土石灰を添加することでpＨ

４～８の範囲に１０段階を設定した．

ｐＨ緩衝曲線は，国頭マージの風乾細士209

に苦土石灰粉末を所定量添加し蒸留水50ｍlを

加えて２時間振とうし，２４時間放置後再度１時

間振とうした後エアコンプレッサーを用いて約

２分間空気を送り込み，二酸化炭素を追い出し

てｐＨを測定して作成した（土壌環境分析法編

集委員会，1997)．

試験は径20ｃｍポリ鉢に風乾土４ｋｇを入れ，

ｐＨ緩衝曲線より推定した所定量の苦土石灰と

牛糞堆肥1209有機配合肥料（7-10-6）を11.4

9を投入した．土壌ｐＨは処理直後及び植付け

21日，９７日後にガラス電極を用いて測定した．

ヤエヤマアオキは石垣島系統の３～４葉期苗

を供し，径20ｃｍポリ鉢に2005年９月28日に植

付けた．植付け後21日，９７日に生育及び根の発

育状況を調査した．

２）生育に及ぼすECの影響

供試土壌は国頭マージ，島尻マージ，ジヤー

ガルの各原士に牛糞堆肥を等量混和し，ＣＤＵ
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(15-15-15）を鉢当たり０，１０，２０，３０９投入

の４段階を設けた．

また有機質資材は市販の園芸培士，牛糞堆肥，

PSグリーン，腐葉土，パーク堆肥を用い，各

30％当て混入し，化学肥料は投入しない区を設

けた．

ＥＣの測定は植付け57日経過後に２ｍｍ筋を

通した風乾細土に５倍量の蒸留水を加え１時間

浸振後の懸濁液をデジタル電気伝導率計（ＣＭ

-30V）を用いて測定した．

ＥＣと硝酸態窒素の関係をみるために特級硝

酸カリウムを用い，l000ppmNO3-Nの原液か

ら１，３，１０，２５，５０，１００ppmを作成してＥＣ

の値を求めた．

ヤエヤマアオキは石垣島系統の３～４葉期苗

を供し，径20ｃｍポリ鉢に2005年９月22日に植

付けた．１１月１７日に生育及び根の発育状況を調

査した．
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図１．国頭マージ原土の苦土石灰添加量とpH．

処理７日経過後までは緩やかであったが，９７日

後には目標値のｐＨに達した．処理97日後のｐＨ

は酸性硫酸塩土壌が4.12,酸'性硫酸塩土壌と国

頭マージ等量混和区は4.39，国頭マージの無処

理区は４７８で処理前と大きな変化はなかったが，

苦土石灰処理区は添加量を増すことでｐＨは高

まった．

結果

１）ヤエヤマアオキの生育に及ぼす土壌ｐＨの

影響

酸性硫酸塩土壌原土のｐＨは3.5，国頭マージ

は5.1であった．酸度矯正するためにｐＨ緩衝曲

線を作成した．国頭マージ原士の風乾細士２０９

に苦土石灰の添加量を増すことでｐＨは高まり，

石灰添加量とｐＨとは正の相関関係Ｒ２=0.976,

y=0.0089x＋5.56の1次回帰式が得られた（図

ｌ）．この式より，国頭マージ原土ｐＨ5.1をｐＨ

6.5に矯正するに必要な苦土石灰量は風乾細土

２０９に対して約100ｍｇであった．ｌＯａ当たり

耕土１０ｃｍ，約１００ｔをｐＨ6.5にするに必要な苦

土石灰量は約500kgと推定される．

風乾細士４ｋｇに苦土石灰を５９から１００９の

問に７段階を設定し，処理直後と７日及び97日

後にｐＨを調査した結果を図２に示した．土壌
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国頭マージの苦土石灰添加量とpHの経時的変化図２
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く，ｐＨ4.12の強酸性からｐＨ8.0のアルカリ性

まで広範囲に生育することが明らかとなった．

97日後の生育は，樹高，葉数，最大葉の葉長，

葉幅ともほとんど差がなかった（表ｌ）．地上

部重や根重をみるとｐＨ4.78で地上部重は6.87

～7.54の範囲で根が重い傾向にあったが明瞭で

なかった（図３，４，５）．ヤエヤマアオキの自

生地は海岸沿いのアルカリ性地域に分布するが，

今回の試験から土壌ｐＨに対する適応範囲は広

２）ヤエヤマアオキの生育に及ぼすECの影響

電気伝導度（ＥＯｄＳｍ~'）は土壌中の塩

類濃度の指標として用いられる．特にＥＣ値

と硝酸態窒素量は相関が高く，ＥＣから硝酸態

表１．国頭マージ原土の苦土石灰添加量とｐＨおよび生育．

植付け後97日
植付前

ＰＨ
Ｈ２０

苦土

石灰

g/鉢

最大葉ｃ、原土壌 葉数

枚

一
同
ｍ

樹
ｃＰＨ

Ｈ２０ 葉長 葉幅

２

，
Ｋ
卯
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Ｒ
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Ｋ
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０
０
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０
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４
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７
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９
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図３．国頭マージ原土の苦土石灰添加による修正土壌

ｐＨと地上部重および根重（植付け後97日)．
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ｐＨ:4.1Ｚ４．３９４．７８５．３１５．⑥５⑥.8アァ.５４了.ＴＳａＯＯＳ,ＯＳ

図４．土壌ｐＨとヤエヤマアオキの生育（植付け後97日)．

（上段:左からｐＨ:6.87,7.54,7.75,8.00,8.08）
（下段:左からｐＨ:4.12,4.39,4.78,5.31,5.65）

図５．土壌ｐＨとヤエヤマアオキの根の生育．
（植付け後97日）

窒素を推定することも可能であった（図６)．

ヤエヤマアオキは育苗して定植することが省

力化と土地の有効利用につながる．

３土壌型の原土に牛糞堆肥を等量混和し，

CＤＵ（15-15-15）を添加して初期生育を比較

したが明瞭な差はなかった（表２）．しかし，

国頭マージでは１０９添加で地上部重と根重は

最大となったが，２０～309は減少し，無処理

区に比べても劣る結果となった．また，島尻マー

ジでもｌｏｇ添加で地上部重と根重は大きくなっ

たが，３０９は減少し無処理区より劣った．ジ

ヤーガルは添加量問で差がみられなかった．国

頭マージではＥＣ濃度がｌｏｇ添加で無処理区と
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差がなかったが，２０～３０９添加は著しく高く

なった．また，島尻マージは添加区間と無処理

とほとんど差がなかったが，ジヤーガルは３０９

添加で高まった（図７）．

島尻マージに有機物資材を５：３の割合で混

和すると園芸培士や牛糞堆肥でのＥＣは0.6～

０７となり，幹長や葉数，葉は大きく，葉緑素

値も高くなった．しかし，ＰＳグリーンや腐葉

土，パーク堆肥はＥＣが0.02と極めて低く，生

育も著しく劣った（表３図８，９)．

地上部重と根重には正の相関関係Ｒ２=0.770

がみられ，根重が高いほど地上部重も高くなる

傾向にあった（図10)．また，ＥＣと根重は放物

線の関係にあり，ＥＣが低いと根重は軽く，ま

表２．土壌型別ＣＤＵ添加量とEC及びヤエヤマアオキの生育．

最大葉c、 根乾物

９

根長

ｃ、

緑
値

葉
素幹長

ｃ、
鰍
枚ＣＤＵ

g/鉢

ＰＨ

Ｈ２０

ＥＣ

ｄｓｍｌ
土壌型

葉長葉幅

９
７
５
６

●
●
●
●

８
９
８
７

５
２
３
０

●
●
●
０

３
５
２
２

７
３
０
１

２
２
２
２

70.5

69.6

68.8

68.1

０
０
０
０

１
２
３

8.01

7.71

7.39

7.11

1．１６
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３
１
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４
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１
１
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１
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２
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２
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０
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０
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０
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８
７
６
３

１
１
１
１

８
７
５
５

１
１
１
１

５
６
２
１

２
２
２
２
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２
１
２
０

２
２
２
２

０
２
９
１

０
●
●
●

９
９
８
７

５
３
４
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２
３
３
３

５
４
４
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２
２
２
２
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０
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５
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ジヤーガル
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（
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）
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図７．土壌型別CDU添加量とヤエヤマアオキの地上部重

および根重とEＣ

Eコ地上部重皿根重＋EＣ
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表３．島尻マージの有機物資材添加とEC及びヤエヤマアオキの生育．

最大葉c、

警乾物重根長ｃ、
葉数

枚

有機物

資材

幹長

ｃ、

ＥＣ

ｄｓｍＩ

ＰＨ

Ｈ２０ 葉長葉幅

園芸培土

牛糞堆肥

ＰＳグリーン

腐葉士

パーク堆肥

８
１
９
９
９

●
●
●
●
●

２
４
１
０
１

１
４
５
５
０

２
２
２
２
２

８
６
６
３
２

１
１
１
１
１

５
７
１
７
７

２
２
２
１
１

９
７
５
８
ｌ

●
●
●
●
■

８
９
６
４
４

２
７
３
４
４

●
●
●
●
●

４
５
２
１
２

8．１６
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図８．島尻マージの有機物資材添加とヤエヤマアオキ

の地上部重及び葉緑素値とEＣ

吻痢地上部重亡．葉緑素一←ＥＣ
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図９．島尻マージの有機物資材の添ｶﾛとヤエヤマアオキの生育状況．

た，ＥＣが高いと濃度障害を起こし，根の成長

が阻害される（図11)．このことから，牛糞堆

肥を等量に混和した育苗用土壌ではＣＤＵ添加

量を鉢当たり国頭マージと島尻マージでlｏｇ
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ジヤーガルでは10～２０９までが適当であった．

島尻マージに有機物資材としてＰＳグリーンや

葉腐士，パーク堆肥を５：３の割合で混和した

育苗用土はＥＣが低く，生育も著しく劣ること

から化学肥料の投入が必要であった．ＥＣは低

すぎると生育不良になり，高すぎると濃度障害

を起こすことから，ＥＣ濃度は0.6～1.2が許容

範囲となり，基準値は１０前後であった．

～７．０，ジヤーガルは基準がないが，桑園土壌

を参考にすると7.0～8.0の範囲である（沖縄県，

1979)．一般的に果樹類はｐＨ5.5から8.0が適正

とされ，５．５以下の酸』性土壌では石灰施用によ

る土壌改良が必要である．

ヤエヤマアオキは海岸沿いに広く自生してい

るが，栽培はアルカリから国頭マージの酸性に

至る広範囲のｐＨ下で行われている．今回，土

壌ｐＨに対する適応↓性を検討した結果，ｐＨ4.0

の強酸』性から8.0のアルカリ性まで生育が可能

であり，土壌ｐＨに対する適応性は広かった．

特にｐＨ3.7の酸'性硫酸塩土壌でも堆肥や肥料

を施せば生育が可能であった．サモアでは溶岩

台地にも自生しているとのことである（沖縄タ

イムス，2004)．国頭マージで栽培されている

ヤエヤマアオキは一部圃場で生育が悪く枯死す

る樹も見られた（伊良波，2005)．酸性土壌を

改良するために石灰施用が行われているが，ヤ

エヤマアオキは酸'性土壌にも適応することから，

生育不良は開園による表土の流失や肥沃度が低

く，耕土が浅い，透水`性の悪いことが原因と思

われる．三井（1989）によると，優良果樹園は

有効士層が深く，特に下層土の孔げき率が高く，

通気性，透水性，保水性などに優れ，土壌物理

性が化学'性よりも深く関連していることを報告

している．国頭マージでは有機物の投入ととも

に深耕による根域の拡大や物理性の改善が必要

であった．今帰仁村の島尻マージでは土壌物理

性が良く，堆肥や油粕，鶏糞，化学肥料を施す

ことで３年樹でも１０ａ当たり２．７ｔ収穫した事

例もあることから，物理性の改善は重要である．

果樹類はＥＣの基準値がＬＯであり（沖縄県，

1979)，露地栽培ではほとんど問題にならない

が，鉢育苗や植穴への局所施肥などでは濃度障

害を起こすことがある農研センター名護支所

内の国頭マージで窒素成分量で30～40kg／１０ａ
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図10．ヤエヤマアオキの根重と地上部重

との関係．
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図11．ＥＣとヤエヤマアオキの根重との関係．

（植付け後97日）

考察

沖縄県の土壌診断基準では果樹園土壌の適正

ｐＨが国頭マージで5.5～6.5，島尻マージは6.0
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の30％植穴施肥では濃度障害が発生した．また，

伊江島の島尻マージや南風原町のジヤーガルで

は冬期低温期に病害の多発で枯死株が多数発生

した．鶏糞や油粕，化学肥料の株元多施用が軟

弱徒長を来たし，誘発したと推測される（農文

協，2000)．

ヤエヤマアオキのＥＣ許容範囲は0.6～Ｌ２と

基準値より高いが，海岸沿いで海水の浸入する

入り江にも自生していることから，一般の果樹

類に比べて耐塩性は強いと思われる．
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